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臨
時
農
業
基
本
調
査

昭
和
三
〇
年
の
二
月
に
臨
贈
圏
業
基
本

廟
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
調
査
は
昭
和
二
十
茄
年
の
一

力
五
〇
年
世
界
■
攣
セ
ン
サ
ス
実
施
後

田
年
目
毎
に
行
う
■
真
セ
ン
サ
ス
に
代

る
大
開
査
で
あ
り
ま
す
o

い
う

ま
で
も
な
く

昭
和
廿
五
年
か
ら
三

〇
年
に
至
る
法
で

の
期
間
は
わ
が
国
の

麗
村
に
と
つ
て
は
、
重
要
な
意
義
を
も

つ
時
期
で
あ
り
ま
す
。
絡
職
後
間
も
な

く
実
施
さ
れ
た
時
地
改
革
幕
業
が
一
応

絡
了

レ
、
そ
の
成
果
が
い
よ
く
あ
が

の
つ
、
あ
る
階
期
で
す
。
ま
た
絡
職
後

不
足
し
て
い
た
麗
業
責
材
の
出
回
り
も

畳
富
に
な
り
、
麗
業
生
翻
力
が
高
ま
り

圏
業
全
般
か
ら
み
れ
ぱ
職
前
の
水
準
を

越
ズ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
一
方
闘

譜
磯
械
の
穂
入
、
特
に
耕
転
段
階
の
磯

械
化
が
著
る
し
く
発
濁
し
う
、
あ
る
こ

N
も
特
記
レ
な
け
れ
ぱ
は
り
竃
せ
ん
．

長
く
悩
ま
さ
れ
て
窓
た
食
宙
不
足
も
こ

の
時
期
に
至
つ
て
よ
う
や
く
緩
和
レ
そ

の
た
め
島
佗
物
の
作
付
に
お
S
て
は
商

晶
作
物
の
導
人
が
増
加
す
る
と
共
に
、

養
蚕
、
家
畜
等
も
増
加
し
て
來
て
い
法
゜

す
o
あ
る
い
は
又
鶴
地
改
革
の
結
果
耕

地
が
細
分
化
し

た
た
め
銭
萸
の
必
要
が

ま
すく
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
も

十

月
に
準
備
調
査
実
施
川

ほ雛
け
ぶ
誤
灘
齢
嘉
盤
銘
蛤
ピ
饗
誌
曙

　　　　印　　刷　　所

歴
史
的
な
軍
頂
び
あ
る
ば
か
り
で
露
子

慶
蟻
の
聾
竃
●
■
の
た
め
に
行
う
■
竃

策
の
B
N
4
，
牢
“
・
上
か
ら
も
大
切
で
■

る
と

8
い
れ
■
す
。
十
月
に
は
町
役
梧

に
書
賢
レ
「
■
■
願
査
が
行
わ
れ
る
の

で
み
亀
司

宣

f
属
理
解
ρ
御
協
力
を
切

■
誓
》
曽
言

　
　
　
　
　

（統
計
調
査
串
務
芭

■
＿
●
－
●
M
t
b
拍
1
■
●
t
－
h
l
●
－
t
－
－
－
－
●
t
－
s
●
l
－
s
●
e
－
●
t
ー
■
1
－
M
＃
●
1
7
・
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政
府
は
九
月
こ
十
日
本
年
匿
米
慣
を
次

の
通
り
決
定
し
ま
し
完
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
基
本
米

定決慣　　
＿
米産年本

基本米債9120円
恨
九
千
百

二
＋
円

（
石
当
）

（
1
1
1
t
e
、

包
装
代
を

含
ま
ず
一

俵
当
三
千

六
百
四
＋

八
円
）

［ge＄）
パ
リ
テ
ィ

計
算
に
よ

る
石
当
七

K
七
o
円

（l

1＋
八

年
七
二
四

五
円
）
に

RSH
貫

■
七
五
〇

円
（1

1K
b
l
四
n
l
O
D
儀
出
即
窪
一

疑
励
金
八
〇
〇
円
（
蘭
箪
岡
）
を
加
ズ

e
i
n
y
t
－
－
t
l
－
s
－
t
－
t
I
i
－
t
i
p
m
v
t
－
t
、
I
l
‖
t
l
t
q
t
⑪
◆

九
月
二
十
二
日
開
会
の
町
問
会
の
間
決

事
項
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
■
案
閉
五
八
号

町
道
厚
ケ
瀬
線
の

改
良
工
辱
の
一
部
を
調
負
契
約
締
結
の

件
原
案
可
決

　
六
〇
号
　
昭
和
r
1
十
力
年
度
大
根
占

港
修
築
費
町
負
担
金
に
つ
い
℃
総
額
二

百
七
十
六
万
円
貨
担
に
決
定

　
六
十
一
号
聞
案
　
部
落
遭

大
尾
線
を
町
道
に
編
入
方
の

　
六
十
田
号
　
農
業
用
施
殴
炭
声
復
T

工
事
と
し
で
岩
元
地
区
外
五
地
区
を
町

営
で
施
工
す
る
乙
と
に
可
決

　
六
六
号
　
岩
元
奥
地
林
這
を
躍
見
島

縣
よ
り
の
委
託
に
ょ
り
町
工
扇
と
し
て

施
工
方
受
託
の
件
可
決

九
一
二
〇
円
（
雨
輪
八
g
e
O
O
円
）
と

し
た
。

◎
臣
場
米
漿
励
金

　
　
　

石
a
n
　
（
　
）
は
一
俵
当

カ
月
二
十
日

ま
で

　
　
二
、
o
o
o
円
（
r
．
o
O
E
）

九
月

末
日

M
で

　
　
1
、
1
1
0
0
円
（
四
八
〇
弓
）

＋
月
＋
五
円

ま
で

　
　
　
　
六
O
O
円
（
T
l
四
o
1
r
）

＋
1
月
一
日
ま
で

　
　
　
　
1
1
1
0
0
円
（
＝
l
o
：
r
，

＋
1
月
求
日
ま
で

　
　
　
　
二
〇
〇
円
（
八
O
f
£
，

◎
超
過
供
出
奨
励
置

　
　
一
、
二
八
〇
円
　
u
a
＝
l
t
l
　
）

　
包
装
代
一
七
茄
円
（
七
〇
埠
∨

△
二
十
八
年
粛
米
の
追
加
払
は
パ
リ
ア

イ
指
数
の
上
昇
分
石
当
二
〇
訪
円
q

俵
当
八
二
円
）
を
交
払
う
。

△
本
年
重
米
の
集
荷
目
標
二
六
〇
〇
万

　
石
内
義
務
供
出
分
一
］
l
　
O
O
万
石
と

　
す
る
o

◎
8
　
考

●
麺
圏
体
は
一
二
、
田
O
O
円
米
髄
を

　
　
　
　
　
ー
－
－
e
f
I
、
i
－
T
t
－
t
－
t
I
－
－
t
－

二
六
万
円
、
役
場
費
白
玉
万
九
千
円
、

士
〔
■
二
千
六
目

二
十
五
万
〔
円
、
敷
育

■
へ
・
†
万
七
千
円
、
蚕
業
経
済
費
四
百

七

丁
こ
万
気
’
ア
円
、
財
西
費
土
百
六
十

一
万
円
、
担
畠
費
三
万
円
、
公
債
費
三

十
五
刀
円
、
験
皇
識
正
巳
二
十
幽
万
七

千
円
と
な
り
匹
は
書
堅
制
防
置
の
十
九

万
九
千
円
、
鮫
会
9
7
名
施
殴

費
の
百
十
万
l
千
円
戸
た
つ

て

い
る
。
こ
れ
に
対

件
土
木
委
員
会
弔
実
地
を
調
査
す
る
こ

と　
六
十
二
号
　
白
井
部
落
よ
り
橋
梁
材

と
し
て
町
有
立
木
特
蛍
方
の
件
可
決

　
六
十
言
一
号
　
高
等
学
枝
接
業
科
を
本

年
度
分
の
一
部
助
成
の
件
可
決

　
六
四
号

国
有

払
下
地
曇
の
山

の
手
入
れ
に
必
要
π
部
分
の
伐
探
方
可

金霞
四
露
麗
鐘
旦

塩
屋
海
岸
堤
災
轡
復
事
鱗
費
と
し
て
四

十
万
円
起
債
の
件
可
決

　
六
九
号
翻
案
　
一
一
十
九
年
度
開
一
回

追
加
更
正
予
算
は
原
案
可
決
と
な
つ
た

が
追
加
総
額
二
千
九
百
四
万
四
千
余
円

で
支
出
の
欺
別
増
額
を
示
せ
ば
謹
会
費

‡
．
悟
．
’
愛
選
レ
て
堂
た
が
、
そ
の
根

●
N
t
’
つ
一
白
国
指
導
闘
協
運
朗
ぺ
に

it“
V
I
　
S
’
生
産
額
調
査
の
結
果
は

▼

己
是
’
三
あ
る
。

e
曇
智

宕
eN
鮫

四
胃
1
　
1
十
八
戸

昌
酌
S
樗
讐
O
　
　
I
町
I
反
ア
畝

補
助
金
の
支
出
に
つ
い
て
は
最

に
取
扱
口
、
実
績
な
ど
よ
く
鯛
査
し
尾

度
末
に
決
｛
延
す
る
よ
う
艘
躍
な
轡
告
ボ

な
さ
れ
た
。

伺
謹
案
外
と
し
て
町
有
林
誤
伐
申
出
で

に
つ
い
て
町
擾
よ
り
報
告
が
出
さ
れ
た

が
何
等
の
結
舗
を
19
な
か
つ
泡
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
）
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’　　一一＿一一一一一一

　◎赤▽溺根

　　　共同拙金蓮動

△硬区別湾年團研修会

1　　1日　池田　2日　硲申川
　　4日　大根占

〉△煙草牧納

｛ユ呈都鳩宮脇上之

f　2日　牧原　上之宇都

13日命苫綱中
i　　4日　馬場2　川北
　　5日　　うく、原　　Jll9ヒ

　　6日　宿利原　瀬Pヨ山2

△地区別座談会（大根占脇

　　協）

　　2日鳥浜　4貨弩乱厄

　・6日池田　7日大品占
　　　　　　　　　　　　　砂
　△堆8巴増殖品匿亘

　　1コH一ユ5日

　乙亘偶鰯畜声品酔会

　　ユ7目tr　8日

△水陸稻堀収競作会審ff

　　申下旬　　　　　＿＿＿＿一

工
狛
●

《

罵
債
　
　
　
八
反
二
畝

　
仲
竃
股
尽
　
二
石
二
斗
七
升

冒ミ
忌
賃

驚
拳
、
■
鶴
、
醸
口
労
賃
等
現
金
賓
出

　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
四
三
一
円

●
昌
・
■
N
e
頃
慣
贋
却
彊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
六
六
九
円

自
曽
貢
V
■
　
　
　
二
、
四
四
八
円

士
地
、
そ
の
他
固
定
責
本
及
び
流
動
資

本
の
利
子

自
家
労
力
費

　
尉
藺
米
石
当

所
駆
労
力

　
　
直
接
労
働

　
　
間
接
労
働

四
、
四
四
四
円

一
六
、
七
l
I
円

111
一
、

九
〇
三
円

111，
四
九
二
円

　
三
二
、
二
七

11二
、
八
七

　
　
重
、
七
二

　
雇
傭
労
力
　
　
　
三
、
四
〇

　

牛
馬
借
入
　
0
’
二
八

一
日
当
労
賃
　
田
九
二
円

　
　
　郵
造
工
業
労
筋
者
並
）

副
決
定
米
倒
に
よ
る
一
日
労
働
報
嵯
瓜

ll六
一
円
と
な
る
（
鴇
作
物
の
生
寿
口

は
両
積
が
少
く
た
る
に
つ
れ
て
高
く
つ

く
）
　
　
　
　
　
ぽ
胞

　
　
奥

地

　
　
林

遁

七
月
の
町
報
で
お
知
ら
せ
し
t
奥
地
林

道
岩
元
線
は
愈
々
箸
H
S
t
N
’
5
と
t
l
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
u
t

岩
元
線
起
工
式

し
て
盛
大
に
そ
の
起
工
式
が
単
行
さ
れ

ま
し
た
。

こ

の
林
週
は
廷
長
五
’
　
o
o
o
米
の
五

グ
年
継
続
縣
宮
工
奉
を
本
町
で
委
託
を

受
け
て
本
年
延
長
九
七
六
米
三
〇
〇
万

　
　
中

央
線

　
　
高
尾

間

本
年
度
道
路
整
騰
計
画
の
ト
ツ
プ
を
切

つ
て
中
央
線
よ
り
高
尾
聞
（
廷
昼
二
、

四
〇
〇
米
）
の
改
良
工
事
に
糟
H
し
て

い
ま
し
た
が
、
数
度
の
禽
風
踵
來
に
も

拘
ら
ず
そ
の
一
部
は
去
る
九
月
廿
1
1
1
t
u

道
路
改
良
近
く
完
成

　　　　　氣

象

概

　
　
　
　
r

a
＋
月
概
品
u

　
　
　

移
動
性
高
反
医
と
低
凱
田
ぼ
ヨ
期
的
に

　
　
　

現
わ
れ
る
見
込
e
天
気
も
旦
期
主
に
愛

　
　
　

る
が
、
上
旬
㊤
ば
頃
か
ら
中
旬
始
め
に

　
　
　
r
か
け
て
稽
大
き
く
崩
れ
、
申
旬
竿
頃
か

　
　
　
ら
前
源
幣
は
南
下
し
て
、
君
安
定
し
た

完
工
レ
ま
レ
泡
。
宰
い
工
串
現
場
附
近

に
岩
石
が
多
く
敷
砂
利
も
1
l
o
糎
内
外

を
散
布
し
た
の
で
、
す
つ
か
り
固
ま
つ

た
ら
立
張
な
自
動
車
道
路
と
し
て
充
分

の
機
能
を
果
ず
こ
と
、
思
わ
れ
ま
す
o

覧況

島＿覧竃

皇

秋
型
の
天
気
と
な
る
見
込
で
す
。

気
温
は
月

卒
均
と
し
て
は
並
で
す
が
前

孚
は
稽
高
く
後
㊤
は
稽
低
く
溶
り
特
に

下
旬
江
低
口
日

も

あ
つ
て
所
に
よ
つ
て

は
初
霜
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
雨
量
は

露
叱
レ
蓼
並
で
す
6

円
の
工
費
を
以
て
施
行
す
る
も
の
で
、

上
旬
始
め
と
旬
末
及
ぴ
下
旬
始
め
頃
南

方
海
上
に
現
わ
れ
る
見
込
で
す
が
本
邦

に
接
近
ず
る
か
ど
う
か
判
り
ま
せ
ん
。

＝
＋
1
月
概
況
＝

大
陸
の
高
気
圧
は
次
第
に
発
担
し
て
中

旬
㊤
頃
か
ら
隠
々
多
型
の
気
田
配
置
が

現
わ
れ
る
見
込
で
す
が
上
旬
頃
季
勘
風

の
は
し
り
が
起
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
o

特
に
下
旬
未
頃
は
季
節
風
が
強
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
天
気
は
一
殻
に

変
の
易
ゼ
が
申
旬
は
安
定
す
る
傾
向
が

あ
D
下
旬
は
低
気
圧
が
発
蓮
し
て
一
時

雨
が
多
く
は
り
濠
し
よ
う
。
気
温
は
変

動
が
大
窒
く

中
旬
㊤
頃
と
月
未
は
低
く

な
D
特
に
月
未
は
多
ら
レ
く
な
り
ま
し

ょ
う
。
月
串
均
と
し
て
は
卒
年
並
か
稿

々
低
い
で
し
よ
う
。
雨
量
は
卒
年
並
の

見
込
で
ず
o

年値及想予

　
　
　
　
み

脈根
帖

　
　
　
く
に
カ
み
ゃ
つ
ご

三
、
國
造
時
代
概
観

　
　
　
　
　
　
（
奈
良
朝
以
8
0
）

　
大
和
を
中
心
と
す
る
申
央
朝
廷
の
勢

力
は
四
方
に
伸
び
、
原
始
小
国
尿
は
次

第
に
統
合
せ
ら
れ
た
が
、
西
斑
の
辟
地

閑
九
州
ま
で
其
の
力
が
伸
び
て
來
た
の

は
閉
十
二
代
景
行
天
皇
の
頃
と
解
せ
ら

乙
．
即
ち
御
父
H
，
l
l
l
代
に
わ
た
る
熊
鰻

阜
S
は
こ
れ
を
物
晒
る
も
の
で
あ
る
o

脂
頃
極
口
腹
は
熔
方
の
■
族
を
国
造
、

鰯
圭
に
任
命
し
て
施
貢
の
任
に
当
ら
し

め
厄
が
地
万
制
度
は
禾
だ
確
立
す
る
に

剖
ら
ず
、
皇
室
の
鰹
化
は
末
端
，
卜
虚
遼

し
な
か
つ
迄
。
第
三
十
六
代
孝
纏
天
墨

の
御
代
に
大
化
の
改
新
が
断
行
さ
れ
史

卒
高
山
に

通
ず
る
蚕

通
路
と
し

て
も
寓
要

な
も
の
と

N
る
の
で

期
待
さ
れ

て
い
ま
ず

9
眞
上

そ
の
起
工

式
）

気　　　　温 雨　　　　量 日　　　

予　想声年瞳 予　　想 陣咀予副至
1・月灘鱗高19笥　1

並
1謎声又疹

11・已肝申多・ 並1 91喰藷鶏 166・6

堂

地

（第
三
回
〉

続

嵩
ま
蓼
髪
で
あ
る
議

が
、
モ
れ
で
も
大
隅
識
麟
の
地
は
政
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
び

行
わ
れ
ず
特
別
な
荷
政
区
頭
と
し
て
待
X

遇
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
珪
良
⑰
3
1
U
　
3
．

及
び
国
造
は
廃
止
さ
れ
目
司
を
題
か
れ

た
。

◎
古
代
日
向
国
と
大
隅

　
日

向
国
は
現
在
宮
崎
縣
の
地
域
を
指

し
て
い
る

が
奈
良
朝
以
前
に
於
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
v

大
隅
曜
ぱ
の
地
域
を
含
め
て
日
向
と
呼

ん
だ
の
で
あ
る
。
即
ち
景
行
天
阜
の
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽

　
　
　
　
も
　
　
　
　
ま
ど
　
メ
ゴ
ト
か
コ
　
も
　
え

七
年
春
三
月
熊
襲
卒
定
の
途
次
子
揚
照
　
ク
÷

（宮
崎
噺
子
湯
郡
）
に
幸
し
給
ひ
乙
の

地
を
日

向
国
と
名
づ
け
給
う
津
の
で
あ

る
。
大
隅
国
が
分
れ
た
の
は
そ
れ
よ
g
t

六
二
穴
年
後
第
四
十
三
代
元
明
天
皇
の

和
編
ニ
ハ
年
四
月
の
事
で
あ
る
。
此
年
日

向
国
の
中
肝
杯
胸
於
大
隅
姶
羅
の
四
郡

を
割
窒
て
大
隅
国
を
置
か
れ
丸
の
で
あ

る
o
人
隅
の
詔
源
に
つ
い
て
躍
隅
日
地

理
鵠
考
の
所
論
に
よ
る
と
　
r
此
地
日
向

国
の
西
南
の
片
隅
な
れ
ば
な
り
。
隅
と

は
稜
あ
る
物
を
内
よ
D
呼
の
称
に
て
』

と
あ
る
。
其
の
中
大
隅
郡
の
境
域
は
、

大
隅
風
土
記
及
び
和
名
抄
に
よ
る
と
串

良
吾
卒
地
方
で
あ
り
肝
杯
郡
は
大
隅
㊤

島
の
南
部
飽
方
に
あ
た
ゐ
。
和
名
抄
に

よ
れ
ぱ
肝
杯
郡
鞠
に
桑
原
、
鷹
屋
、
川

上
、
鴨
輌
の
四
郷
を
収
め
て
い
る
。
桑

原
と
隠
臓
は
辞
か
で
な
e
が
鷹
謄
は
内

之
浦
町
高
屋
順
薩
の
地
と
考
ヌ
ら
れ
、

川
上
は
大
根
占
町
の
河
上
㎞
肚
の
附
近

と
言
わ
れ
て
い
る
e
故
に
本
町
は
大
隅

国
肝
杯
町
川
上
郷
と
口
う
事
に
な
る
が

本
町
の
地
名
が
文
献
に
現
れ
鷹
の
は
乙

れ
が
最
初
で
あ
り
、
こ
の
地
に
鎭
守
の

璽
し
で
河
上
罐
が
豊
さ
れ
蛋

賦
態
で
あ
る
が
故
に
削
杯
の
山
丘
地
糟

に
於
て
は
大
隅
巾
央
部
の
父
化
閲
と
は

相
当
へ
だ
た
つ
て
居
ん
も
の
と
推
察
さ

孔
る
の
で
あ
る
。
酒
物
漬
跡
の
少
い
点

も
注
目
さ
れ
る
が
、
：
2
　
．
1
大
頓
占
町
大

久
保
よ
り
か
め
伯
の
出
土
が
優
石
り
れ

て
い
る
が
来
だ
縮
田
し
て
い
な
い
o

◎
和
銅
開
弥

　
当
時
の
経
済
取
引
は
穀
物
や
織
物
に

よ
る
物
々
交
換
で
あ
つ
た
が
近
畿
に
於

工
は
市
も
設
定
さ
れ
て
い
仁
。
中
国
に

於
て
ぱ
す
で
に
貨
曄
経
済
に
移
行
レ

て

　
甲
国
苦
が
本
邦
よ
り
発
見
さ
れ
て
い
る

兀
明
天
皇
の
和
銅
元
年

（西
紀
七
o
八

　
ヰ
）
武
臓
国
で
銅
が
発
見
さ
れ
た
の
で

　
＄
め
て
冑
銅
と
銀
と
N
以
て
和
同
開
称

　
J
い
う
毛
を
鋳
た
。
山
口
蹄
長
府
や
武

　
幽
国
秩
父
か
ら
は
当
時
の
鋳
型
ま
で
発

、

見
さ
れ
彪
o
然
し
当
時
の
八
々
は
貨
幣

の
み
で
あ
る
o
か
＼
ゐ
古
墳
群
は
聯
下

に
於
て
は
こ
の
地
方
の
み
L
し
て
辟
彊

の
地
と

い
ズ

ど
も
中
央
に
お
と
ら
な
い

優
秀
な
る
文
化
が
開
発
さ
れ
、
申
央
と

の
文
化
交
流
も
密
接
で
あ
つ
彪
事
を
物

語
る
も
の
で
あ
る
O
か
、
る
畠
陵
に
も

匹
敵
す
る
程
の
墳
墓
を
造
宮
し
得
る
者

は
当
地
万
の
豪
族
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ

其
の
点
よ
り
大
隅
国
造
｝
族
の
墳
連
で

あ
ろ
う

ρ

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即

ち
大
隅
集
人
の
首
領
で
あ
り
大
隅
第
1

の
名
族
大
隅
己
と

関
係
深
吉
も
の
と
思

わ
れ
る
。
富
て
大
隅
南
部
は
肝
杯
郡
に

属
レ
肝
衡
難
波
と
称
ず
る
豪
族
あ
9
、

内
之
浦
匠
多
田
代
根
占
大
根
占
地
方
の

山
岳
地
栂
に
覇
を
唱
ズ
て
い
た
。
其
の

本
拠
は
詳
か
で
な
e
が
地
名
よ
り
推
舗

し
て
佐
多
町
郡
の
附
近
か
と
考
ヌ
ら
る

疏
日
本
紀
文
武
天
堅
四
年
の
條
に
肝
衡

難
波
等
が
反
乱
を
起
し
た
事
件
が
あ
る

の
使
用
に
な
れ
ず
政
府
は
色
々
の
奨
励

法
を
作
っ
て
其
の
流
通
を
促
進
レ
抱
炉

都
を
中
心
と
し
て
縫
内
で
わ
か
な
り
距

用
さ
れ
N
o
其
の
後
卒
安
隠
代
の
中
期

に
か
け
て
十
二
種
の
胃
銅
蔓
が
作
ら
れ

泡
o

　
写
眞
は
本
町
で
発
58

さ
れ
ぷ
和
銅
開

琳

（
＝
一
四
六
年
前
）
で
辟
遠
の
地
に

も
わ
つ
か
な
が
ら

流
通
し
た
事
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

◎お米の供出・保
有・配給のもと〉
なる世纈人員は11
月1日現在で確定
します。異動のあ
る方は10月申に必
ず手続をすませま
しよう（経済課）

．
h
－
1

U

共

同
募
金
運
動
川
に
　
　
　
　
〆

L

］

i」h．＞k＿→



’

fts

は

三円
円六
九十
十一
銭銭

の

町
税1

収1
入｜

と．

な1

る
n
た
ば
こ
は
町
内
の
店
で
買
い
ま
し
よ
う
H

t

（2ア暑22卵報町占根大昭和29年10月1日

経
濟
自
立
は
農
業
資
金
の
蓄
積
か

な

ぜ

貯
　

※
何
故
貯
金
を
す
る
の
で
し
よ
う
？

金
詰
の
の
爲
に
皆
さ
ん
の
生
活
は
盆
々

苦
し
く
な
D
ま
し
た
。
だ
が
皆
さ
ん
は

苦
し
い
生
括
の
爲
に

◎
前
も
つ
て
心
構
え
を
き

　
め
て
居
ら
れ
ま
す
か

O
物
と
金
の
用
意
は
出
來

　
て
い
ま
す
か

間
協
が
今
年
の
四
月
か
ら
八
月
竃
で
五

ケ
月
間
で
皆
宮
ん
に
萱
つ
た
肥
料
代
は

約
T
千
万
円
で
す
。
皆
さ
ん
方
が
買
わ

れ
た
肥
料
は
凡
モ
ニ
倍
以
上
だ
と
思
い

蜜
す
。
こ
れ
で
は
吾
々
の
風
協
と
い
う

こ
声
が
言
え

る
で
し
よ
う
か
。
肥
料
代

と
か
そ
の
他
の
階
金
や
利
息
、
穐
金
な

ど
私
共
農
家
が
支
払
っ
て
い
る
金
は
大

し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
よ
り
か
只
今
で

は
脇
協
に
生
活
賢
金
を
階
り
に
來
ら
れ

る
方
も
大
変
増
ヌ

て
來
ま
し
池
が
、
本

当
に
こ
れ
か
ら
先
、
私
邊
騰
家
は
ど
う

い
う

風
に
心
掛
け
た
ら
良
い
の
で
し
よ

う
。
大
根
占
の
街
の
商
店
に
田
舎
か
ら

出
入
D
す
る
方
が
段
々
少
な
く
な
り
ま

し
た
o
も
つ
と
く
鴎
家
の
優
具
合
も

良
く
な
っ
て
商
店
の
品
物
も
甦
れ
て
発

展
出
廉
は
い
も
の
か
と

思
∨
ま
す
。

『働
け
ど
働
け
ど
吾
が
く
ら
し
繁
に
O

ら
吉
り
じ
つ
と
手
を
見
る
」
の
冨
黄
遁

り
僧
金
を
持
つ
為
の
は
利
子
払
の
た
め

に
働
い
て
口
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
験

す
。
借
り
る
事
は
人
機
の
世
話
に
な
る

事
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
’
＼
他
人
の

世
話
に
な
ら
な
い
と
暮
し

が
立
た
な
い

で
は
恒
に
居
念
な
こ
と
で
す
。
一
日
で

g
早
く
l
人
立
ち
出
來
る
鴎
家
に
な
り

R
口
も
の
で
↑
．
「
栢
り
る
な
、
貸
す

危
」
を
方
歯
と
じ
て
、
青
吉
ん
に
階
り

な
い
磯
に
…
…
匠
沿
も
訊
亀
躍
色
か
現

金
で
な
る
．
（
く
取
Q
I
“
…
：
モ
心
氏

に
貯
金
を
レ
て
下
さ

U
と
皆
宕
ん
’
」
お

願
⑰
ず
る
組
合

の
考
ヌ
方
は
護
つ
て
“

る
で
し
よ
う
か
。
皆
さ
ん
と
し
て
も
、

　
『
今
ん
、
．
一
詣
口
の
世
の
申
に
作
人
が
毛

が
古
3
．

．

2
若
金
ど
ん
し

が
な

炉
も
ん

か
」
ご
蔭
、
「
仁
1
、
が
弛
料
を
借
ら
ん

ご
つ
ρ
つ
争
’
．
ひ
、
電
輪
を
實
也
ん
よ

力
組
¢
を
c
t
よ
“
’
－
ひ
1
　
！
t
’
　
’
t
n
g
ρ

れ
ま
す
。
成
■
蓄
し
い
く
ρ
，
鴎
奔

　が
急
に
多
顕
の
貯
念
を
レ
萎
」
竃
ロ
エ

大

だ
が
世
の
申
は
ど
ん
ρ
＼
移
り
変
つ
て

い
ま
す
。
麗
家
だ
け
が
首
か
ら
の
古
い

sJと
を
繰
返
し
く
レ
て
ゆ
く
わ
け
に

は
い
含
ま
せ
ん
o
世
の
申
の
移
り
変
り

と
か
遽
む
早
さ
に
負
け
な
い
槙
に
し
な

い
と
鴎
民
だ
け
が
取
残
宮
れ
て
行
き
ま

す
o

去
年
の
正
月
l
l
l
七
億
あ
っ
N
願
下
鴎
協

の
貯
金
が
今
年
の
正
月
は
五
l
l
億
円
に

な
り
一
年
に
十
茄
億
も
増
ヌ
て
來
年
の

正
月
は
六
茄
億
位
に
は
な
る
の
で
は
な

い
か
と

言
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
正
組
合

員
一
人
当
り
の
軍
均
貯
金
が
三
万
円
以

上
あ
る
組
合
も
普
通
に
な
つ
て
來
つ
S

あ
り
ま
す
。
お
と
な
g
の
根
占
町
も
三

万
円
以
上
で
す
。
大
根
占
の
艶
協
は
二

万
円
N
臼
ず
で
す
か
ら
ま
だ
み
＼
私
達

の
努
力
が
足
り
ま
せ
ん
。
腕
協
の
貯
金

の
多
い
麗
家
を
醗
察
し
ま
す
と
七
反
か

八
反
の
耕
作
者
が
年
間
三
〇
万
円
と
か

四
o
万
円
の
牧
入
を
あ
げ
部
落
で
k
－

ト
三
輪
車
を
持
ち
個
人
で
動
力
腕
穀
磯

を
持
ち
畜
園
を
盛
に
や
つ
た
り
叉
日
畷

に
は
公
民
館
で
読
書
や
ピ

ン
ポ

ン
を
し

た
り
映
画
を
た
の
し
ん
で
い
る
の
を
見

て
全
く

蓑
レ
く
な
り
ま
し
た
。
大
根
占

の
聞
協
も
醜
川
の
凝
協
も
今
乙
そ
立
上

る
べ
き
戸

営
で
す
。
今
皆
さ
ん
方
の
聞

協
を
町
全
体
の
も
の
と
し
て
役
場
も
諸

團
体
の
方
々
ま
で
非
常
に
協
力
し
て
頂

け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
鴎
協
が
組

合
員
当
り
三
万
円
に
な
れ
ば
組
合
が
払

つ
て
い
る
金
利
だ
け
で
も
百
万
円
以
上

少
ヂ
な
り
、
肥
料
も
安
く
て
畷
閉
に
販

遭
の
前
渡
缶
も
繁
々
と
出
楽
る
接
に
な

り
ま
す
。
親
が
金
持
に
な
る
と
亭
供
に

御
馳
走
が
与
ズ
ら
れ
る
の
と

閥
じ
2
屈

で
す
。
モ
こ
竃
で
な
る
と
世
の
中
は
和

気
’
希
団
に
霞
れ
た
貼
る
い
矩
し
い
こ

と

だ
と
つ
く
ん
、
恩
い
桧
す
・
慰
金
を

）
て
く

れ
ρ

言
b
な
く
と
中
■
旨
に
堤

つ
て
葵
る
と

こ
ろ
が
そ
れ
を
物
賠
つ
て

v
t
－
t
m
t
‖
t
－
－
－
t
t
－
t
l
l
d
l
I
t
l
－
1
－
e
t
l
i
■
‘ 居

り
ま
す
o

担
て
皆
さ
ん
、
私
共
の
其
の
日
く
の

暮
し
の
内
に
は
古
い
習
慣
が
残
つ
て
居

て
今
の
世
の
申
か
ら
見
れ
ぱ
無
駄
な
こ

と
も
多
い
の
で
す
。
特
に
暮
し
方
、
金

の
使
方
に
は
無
駄
が
多
く
て
切
替
牙
や

改
麟
が
必
要
で
す
が
難
レ
い
標
で
海
や

す
く

た
や
す
い
楼
で
難
し
い
事
で
す
o

然
し

決
心
一
つ
羨
窃
替
葺

出
來
れ
ば
出
來
る
こ
と
で
す
か
ら
お
互

に
良
く
考
オ
て
此
の
際
思
い
切
つ
で
無

駄
を
な
く

致
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
n
次
月
号
に
つ
呈
く
U

◎
組
合
人
の
害
葉

一、

肥
料
も
生
甘
藷
も
約

　
　
束
で
農
協
利
用

＝
、
出
資
も
貯
金
も
み
ん

［
な
競
箏
で
勝
た
う

i
i
i
i
t
－
t
－
－
－
－
v
t
I
i
i
i
i
i
！

、
ミラ

新
植

栽
培

の

手
引

近
年
食
緩
事
筒
の
緒
鵯

に
律
い
各
風
家
共
何
か

換
並
作
物
を
取
り
入
れ

た
S
と

頭
を
悩
し

て
旨

ら
る
＼

事
と
思
い
ま
す

が
差
当
つ
て
取
入
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

れ
る
も
の
に
ラ
ミ
ー
が

と
し
て
●
貧
経
宮
に
と
り
入
れ
る
傑
件
一

と
し
て
は
大
体
左
記
亭
項
を
具
備
す
る
一

乙
と

が
大
●
で†
．

一、

そ
の
地
方
及
畑
に
冶
し
だ

秦

〇

二
、
比
峻
的
簡
輩
に
生
■
出
豪
葛
も
山

三
、
労
働
生
慶
性
の
高
い
も
の

四
、
倒
格
の
安
定
し
た
も
の

五
、
販
画
が
簡
軍
に
出
來
る
も
の

六
、
災
害
に
対
し
抵
抗
住
の
強
い
も
の

p
、
続
違
労
力
を
余
り
要
し
な
い
も
の

ε
ご
壌
に
っ
、

、

て
ラ
ミ
ー
は
大
体
そ
の

悟
翰
考
江
■
メ
ド
．
ら
ユ
す
の
で
是
非

経
雷
に
政
λ
れ
〔
田
膏
S
、
ン
も
ぼ
、
s
ま

す
。
穀
培
要
点
r
つ
い
く
は

一、

地
な
ら
し
（
整
地
）

反
当
三
1
四
ウ
震
心
堆
紀
か
禄
記
の
珪

な
も

の
を
拒
く
す
舎
こ
ん
t
’
お
b
ば
碩

付
後
已
五
幽
k
よ
い
弓
す
。
誉
た
絶
付

き

け
る

h
t
c
　
a
L
K
x
o
　
v
ぽ
s
？
9
よ
・
三
ぶ
蓮
く
蓉
。
て
誉
手
。

肥
を
施
し

モ
の
上
に
う
す
く
土
を
お
、

い
苗
が
直
接
肥
料
に
ふ
れ
t
’
い
よ
う
に

壕
上
に
覆
宕
・
乏
か

場
¢
L｛

G
水
X
）
，
i
t
h
っ
て
叡
を
く
さ
ら
一
以
上
新
樋
の
点
だ
け
自
し
上
げ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
一
す
場
台
が
あ
り
逢
†
き
．
t
）
竺
．
e
t
s
畑
は

婁
す
塁
作
物
言
る
離
崇
己
を
活
け
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
・

賠
殖
に
は
実
生
法
取
穴
法
肯
つ
±
二
ど

　
　
　
　
　
　
　
　

l口
ろ

い
ろ
の
方
法
が
あ
り
N
す
が
N
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　
三
通
に
行
わ
れ
て
s
る
の
は
窪
莞

・

完
・
あ
り
ま
す
。
即
ち
碩
莞
付
後
三
－

円
年
を
己
泊
し

二
無
病
健
全
な
親
株
を

定
L
’
起
し
ン
ほ
ふ
く
ヱ
へ
地
ド
茎
）
を

と

る
●
こ
西
弓
、
茅
を
隈
枝
と
呼
び
こ

れ
を
三
1
・
“
、
塁
｝
、
ご
」
取
つ
て
苗

と
す
る
。
牛
e
泌
三
ラ
ロ
伝
憤
ま
己
ん

か
ら
之
が
混
ら
な
い
よ
う
，
‘
τ
絃
す
る

三
、
植
付
の
方
法

碩
付
特
期
は
十
I
月
（
秋
櫨
）
三
月
（

、
．
3
に
値
付
け
ぎ
す
。
他
付
の
間
隔

」
°

パ
r
釦
，
・
階
問
も
よ
く
仙
付
二
年

躍
竪
賛
熟
額
舗
一
諸
巽
日
芒
ノ
禰
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
付
に
当
つ
て
は
定
め
ら
れ
　
一
　
㌻
↑

　
　
ま

ち

ラ
ミ

ー
穀
培
に
は
有
硫
物
が

　
　
　
　
　
　
a
ま
す
か
ら
耕
笹
却
や
、
深
め
に
植
え
溝
を
設
け
こ
れ
一
ご

ラ
．
＼
、
§
竺
年
目
讐
る
と
芸
緩
．
噺
．
、
」
♪
．
同
最
の
議

現
金
で
買
取
る
こ
と
は
出
楽
ま
せ
ん
●
　
i
R
牢
ζ
，
5

が
以
φ
の
管
理
に
つ
雪
謙
し
て
は
ち

を

追
つ
て
記
戴
致
し
吏
†
．

◎
苗
の
斡
旋
は
閣
協
づ
宕
し
章
す
乙
で

秋
舶
署
杣
の
中
希
留
さ
れ
る
稽
村
鵠
期

と
作
付
面
積
を
明
示
止
上
鶴
申
込
F
さ

い
o
　
　
　
　
　
〈
大
晩
協
　
考
原
）

　
　
　
　
　
・
・
t
‘
t
．
－
l
●
●
●
●
－
t
■
●
“
●
　
－
■

　
　
　
四
番
茶
製
造

本
年
始
め
て
の
猷
み
と
し
て
国
看
茶
操

築
准
行
う

こ
と
に
な
り
珪
し
セ
．
攻
の

奉
項
を
か
は
ら
ず
守
つ
一
人
下
さ
い
．

（1）
四
番
茶
を
摘
操
す
る
⑨
に
よ
つ

て
無
肥
料
茶
園
は
來
年
一
奮
嘉
．
口
但

が
非
常
に
少
な
く
な
る
か
ら
＋
力
上
中

匂
迄
畝
当
り
硫
安
i
a
t
匁
k
，
J
七
o
o

】．
巴

L
加
里
四
〇
〇
匁
施
†
δ
。
し
か

し
自

　
　
相
堪
肥
人
口
怖
　
毛
分
で
あ

る
か
ら
〆
－
．
　
L
l
t
に
合
う
☆
L
施
す
爪

　
（
二
）
拶
ダ
が
　
・
．
川
に
一
二
L
7
＼
で
5

り
製
品
も
悪
≦
一
r
三
す
鬼
木
経
竺

混
入
し
な
い
撲
と
♂
r
ぞ
」
茶
摘
ぢ
ぼ

’

浅
刈
を
行
う

棲
に
注
s
c
　
）
雫
ド
さ
い
、

、

歪
蟻
致
し
ま
才
　
一

校

区
別

畜
産
品

評

会

＼

あ
る
と

云
わ
れ
ま
し
た
が
、
出
馬
凶

数
が
少
く

淋
し

く
感
ぜ
ら
れ
ま
し
　
。
　
　
微

來
年
か
ら
は
も
っ
と

多
く
の
出
品
が
あ
　
ピ
M

る
よ
う

希
題
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
、
⑰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

（牝
牛
の
み
搬
字
は
辱
賞
o

池
田
稜
区

（当
才
）
●
馬
塾
国
夫
　
O
筆
下
石
廣

e
馬
込
廣
志
　
（
1
1
イ
）
　
e
馬
込
婿
助

②
牧
原
新
蔵
●
安
旗
英
二
　
（
1
1
1
b
o
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
A
A
r
V
N
A

O
孚
下
石
光
夫
②
宇
下
石
浦
宗
④
揮
領

mstcN
　
（
K
e
g
〉
o
e
込
望
②
1
0
月
の
ラ
ヂ
オ
番
組

白
井
芳
竹
③
安
氷
敗
脂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
⑥
z
I
K
寛
見
島
放
捨
局

gv利
M
e
区
　
　
　
　
　
　
　
’
滅
一
駿
蘂
緬
－
P
・
　
1
　
M
－
1
1
1
0
）

雪
才
）
0
牧
原
伊
兵
衡
②
命
苫
字
助
1
2
m
　
日
人
と
竃
N
の
合
理
化

●
永
宵
ウ
メ　
（
二
才
）
0
氷
吉
フ
ク
ー
9
I
　
¢
N
の
供
g
に
つ
口
て

●
■
π
■
助
③
黒
瀬
八
男
③
黒
頷
慶
　
　
笛
臼
　
，
竃
治
生
の
賓
■
に
つ
い
て

（三
才
牛
）
0
米
満
祐
吉
②
束
馬
金
殴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
寿
一
寧
錯
〔
碗
あ
、
三
〇
－
四
五
）

8
中
野
与
敵
（
蕃
殖
牛
）
0
牧
原
聾
葦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
日
　
欧
記
口
雷
．
一
方

●
笑
喜
紅
芝
③
笑
醤
畿
治
●
牧
原
話
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
H
　
t
a
e
9
M
霞
’
」
つ
“
て

臼
川
稜
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
日
　
漫
む
碕
■
O
，
・
ら
コ
方

（当
才
）
0
中
俣
道
夫
②
皆
倉
俊
夫
θ
2
日
　
担
拒
鶉
●
憎
悟
害
領
に
つ
、
s
て

領
永
ア
グ
リ
（
二
才
）
0
東
元
栄
責
●
が
日
　
新
し
い
供
萱
噴
度

永
田
政
治
θ
今
隈
暢
夫
⑤
掲
之
口
貞
夫
扮
日
　
繧
蟹
草
舌
記
臼

●
赤
石
光
次
　
（
1
1
1
才
）
　
e
願
肪
原
実
3
1
H
　
竹
算
ハ
房
☆
冥
芦
手
入
れ

②霧
彊
θ
内
田
w
m
●
s
享
助
竜
姦
9
（
飼
パ
’
三
〇
1
四
五
）

（審
殖
牛
）
0
秋
元
詞
治
●
有
粁
田
治
】
9
ヨ
　
■
家
の
副
繁
カ
マ
ス
に
つ
い
て

●
湯
之
口
貞
夫
●
内
田
直
形
●
富
出
庚
血
菌
　
山
羊
緬
羊
の
繁
殖
に
っ
い
て

夫
④
斉
瞭
寓
太
ピ
　
　
　
　
　
　
ー
6
］
始
め
て
養
鶏
を
ず
る
人
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
7
日
　
多
の
切
花
の
つ
く
り
方

　
　
　
　
　
　
　
3
i
t
－
■
・
m
－
●
●
t
l

▲
1
放
s
s
　
（
前
M
．
1
1
0
1
1
1
I
O
）

191817　｝6131211
日UH．］ヨ日日日

31272625242320
日日日日日日日

胆
庭
の蓬
に
っ
い
て

●
繁
期
のN
扇
の
H
夫

魚
爵
ソ
ー
セ
ー
ヂ
に
つ
い
て

呂
随
■
滝
気
象
予
報

闘
惇
．
驚
よ
り

小
作
粘
決
定
の
士
鱈
■
査
に
つ

い
て

婆
填
に
つ
い
て

漁
黄
費
金
の
倍
入
に
つ
い
て

週
間
巴
鞠
気
象
予
報

腿
協
だ
よ
り

直
播
菜
樋
は
お
く

れ
ぬ
よ
う

に

早
孤
た
け
の
こ
の
す
、
め

週
間
幽
鶏
気
象
予
報

◎
ラ
ヂ
オ
南
日
本

　
△
明
け
ゆ
く

■
村

　
　
　
　
　
（
前
六
、

鰭舘驕酬昌
△
S
J
そ
ん
じ
で
す
か
七
、

30292825201514
日E｛E｛日ヒ］日臼

t
i
t
・

●
・

・

．
t

e
e
t
－
●
●
－
●
t
t
”
●
●
■
●
●
e
t
t
3
”
t
t
l
e
＃
p
t
3
■
l
M
e
p
t
－
●
－
■
－
t

ニ　　　　　　ノへ　　三；1ベツタラ漬の作り方！

！　v＿＿v＿vv，v秋
の
野
菜
類
の
王
座
は

カ
ん
と

い
つ
て
も
タ
イ

コ
ン
で
し
よ
う
o

そ
の
つ
け
物
に
は
久
ク

ア

ン
、
r
v
v
r
b
’
こ

う
：
ノ
パ
け
、
フ
づ
け
な

戸

q
垣
壱
匿
く
口
宝
が

ら
れ
て
い
険
す
o

織
l
寺
ヌ
ク
ア
ン
づ
け

は
薫
阜
に
欠
か
せ
ぬ
も

こ
f
あ
り
、
各
家
庭
で

L｛

自
家
用
と
し
て
つ
b

込
濠
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
・
“
●
－
－
e
－
・
　
　
　
‘
　
　
　
－
　
　
　
　
9

　
　
　
　
，
年
か
ら
無
胞
科
違
了
覧
ピ
冶

X
　
4
式
を
行
う
。
三
n
は
一
、
う
し
へ
l

．

‘
r
．
㎏
い
つ
亘
で
も
巧
・
が
転
わ
れ
な

　

u
臥
わ
れ
る
か
っ
　
～
り
ま
す
。

　
茜
）
期
　
咽

十
月

上
旬
四
寸
凹
ピ
7
、
’
予
定
。

一

恒
格
八
〇
円
1
・
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
済
課
　
）

＿

吹
に
ベ
ッ
タ
ラ
つ
け
の
つ
け
方
を
紹
介

し
ま
し

よ
う
o

ご
れ
は
少
し
高
級
な
つ
け
物
と
し
て
、

古
く
か
ら
賞
味
さ
れ
て
來
ま
し
」
．
」
。
官
，

O
方
は
な
る
く
く
爪
‥
型
の
大
根
を
学
軍

叉
は
塩
で
下
づ
け
し
て
x
x
賦
，
2
　
）
’
　
’

ウ
ジ
と
塩
で
本
づ
け
に
し
塗
†
．

　
　
　
下

づ

け

秋
大
根
は
、
　
　
壌
戸
鵠
一
し
に
し
て

本
づ
も
“
†
れ
．
」
識
亡
．
’
い
も
の
が
で
営

亨
†
．
亭
　
馨
鼻
た
三
●
の
場
合
は
、
気

5
〆
高
．
。
チ
め
、
乾
頂
す
る
と
ス
が
入

モ

ゴ
一
竃
で
下
づ
け
さ
れ
凄
す
o
大
根

111貫
匁
を
1
］
o
o
匁
の
短
で
タ
ル
に
つ

b
込
み
、
掃
ぶ
た
と
三
貫
匁
ほ
ど
の
量

石
を
し
ま
す
。

ペ
ソ
タ

ブ
づ
、
、
．
⌒
、
喧
、
一
ユ
の
色
在
白
く

二
上
げ
る

阜
’
　
　
　
　
L
、
そ
の
礼

蛤

rL
　
パ
．
r
　
で
．
°
　
．
・
二
｛
を

剥
皮
器
⌒
う
†
‘
い
雪
　
定
三
首
霊
、

み
が
口
て
か
t
S
I
F
’
k
　
．
＿
ず
・
，
　
・
t
・
”
し

い
。
三
、
四
日
で
水
が
昇
工
゜
㌧
膿

ワ

」

　
　
　
　
　
　
u
五
－
－
1
1
1
0
）

秋
檀
造
林
の
す
1
め

家
畜
の
寄
生
虫
を
な
く
し
よ
う

お
茶
の
生
圏
と
販
蛍

私
の
促
成
胡
瓜
の
作
り
方

こ
れ
か
ら
の
蹄
楽

築
磯
に
つ
い
て

今
年
の
供
米
に
っ
い
て

晋
及
員
だ
よ
り

1
1
月
の
■
扇
歴

　
　
　
　
　
　
　
一
五
⊥
一
6

最
近
の
経
済
の
は
な
し

牛
乳
を
の
み
ま
し
よ
う
　
－

共
同
募
金
溜
動
に
つ
　
”
．
て

結
核
予
防
週
間
に
志

ヱ
ゐ
で

暫
p
a
の
y
s
刊
s

水
西
金
』
τ
軍
剛
5
望
恒
〔
亀

田
蚕
営
己
匂
差
“
つ
、

・

て

で
上
っ
一
雪
　
、
寧
で
’
．
穗
づ
ロ
し

な
げ
れ
h
（
l
£
雪
ぞ
“
．

　
　
　
本
づ
け

●
r
・
　
｛
　
t
㌔
　
I
C
6
匁
、
烏
砂
糖
二
〇
〇

農
業
技

術
講
座

　
播
種
か
ら
牧
穫
ま
で

蘂
翻
を
栽
培
す
る

場
合
に
は
先
ず
栽
培

方
法
、
栽
培
面
樋
の
割
台
、
労
力
配
分

●
の
計
画
が
必
嬰
で
あ
り
ま
す
。
特
に

妥
■
に
は
移
櫨
と
直
描
法
と
が
あ
る
の

『
何
れ
か
を
舌
書
の
穀
培
さ
れ
る
面
檀

晒
咋
、
◆
カ
■
色
々
の
帳
件
を
考
牙
て

よ
’
、
t
t
？
n
を
雷
貞
的
に
●
培
k
v
e
の
取

入

孔
が
一
命
㊨
ぺ
τ
民
？
1
す
．
●
鵠
法

丑
直
始
芦
、
邑
守
工
．
、
竈
し
『
舌
■
が
口

臼
心
零
墨
専
た
・
つ
烏
5
よ
弓
■
《
蟄
†

序
3
8
冑
．
田
き
已
“
ラ
〔
弓
量
す
’
．
．

三
鵬
島
よ
り
臼
つ
で
三
、
、
N
　
V
i
（
　
b
：
N

を
53
冤
芭
」
亨
含
ハ
駐
ご
戸
び
島
己
ぺ

し
よ

う
・
e
亀
属
で
ロ
テ
4
’
．
古
■
艦

9
，
』
田
と
よ
せ
1
子
’
．
、
う
’
、
レ
●

菜
種
の
栽
培
（2）

の
都
度
駆
除
を
行
い
ま
す
。
筒
ア
ブ
ラ

ム
シ
駆
除
に
は
ニ
ツ
カ
リ
ン
T
や
テ
ッ

ブ
剤
か
効
果
が
あ
り
ま
す
。
但
し
使
用

に
っ
い
て
は
よ
く
便
い
方
の
指
榔
を
受

け
て
下
さ
∨
。
斯
様
に
し
て
良
い
苗
が

＋
枚
位
の
葉
を
付
け
た
ら
本
圃
に
碩
付

け
を
始
め
ま
す
。
噛
付
け
に
当
つ
て
は

畑
の

藷
で
す
」

舞
に
鏡
・
あ
塁
R
緬
哀
一
5
N
b
v
C
－
t
e
，
l
e
V
2
g

ば
れ
て
い
る
こ
と

で
し
よ
う

よ
、
亀
壱

ど
ん
な
K
こ
ろ
で
育
て
た
ら
よ
‥‥

た
ろ

う
か
。
先
ず
青
ち
ど
ご
ろ
は
朝
晩
よ
く

見
ら
れ
る
範
囲
の
処
で
排
水
、
通
風
、

円

当
q
の
よ
い
場
所
『
地
力
の
あ
る
士

池
定担
窒
苗
床
を
作
り
ま
す
が
、
前

年
更
鞠
を
磯
培
し
三
蹄
や
・
†
字
科
の
疏

憂
作
脳
兄
は
興
害
の
関
係
上
選
ぱ
ぬ
方

部
よ
、
・

．

露
汽
の
圃
債
は
苗
の
養
域
方

曇
◇
工
感
恒
付
採
撤
に
ょ
つ
て
ち
が
い

●

↑
が
西
樋
伝
で
は
茄

坪
以
上
と
し

後

，
1
S
U
1
上
に
仮
抽
す
る
。
無
仮
櫃
法

→
は
ヨ
ア埣
乃
至
四
十
蝶
を
必
要
と
し

●
す
。
苗
床
が
挾
い
と
密
播
と
な
り
I

た
の
照
射
風
通
し

が
十
分
で
な
く
硅
長

一西
蘭
の
庄
圏
力
の
な
い
苗
が
出
來
s
す

苗
㊤
作
と
云
う
F
）
と
冴
思
い
p
t
し
で
r

さ
い
。
還
舘
法
ー
8
は
傾
播
点
■
●
●
5

あ
り
ま
す
が
無
仮
梧
の
幽
鱈
7
■
亨
5
「

時
は
五
－
六
寸
幅
の
翫
を
竺
置
塾

鷲勧

許
づ
車
聯
富
鐘

　
　
　

石

刀
　
　
ゴ
　
z

　
　
ぐ
耕
起
し
て
う
ね
を
作
り
ま
　
。

■
付
け
衰
で
よ
ゆ
う
の
あ
る
時
は
予
め

』
健
を
塔
し
て
研
起
し
て
お
き
欄
付
前

に
二
●
■
を
朽
つ
て
土
を
顧
く
、
整
地

£
亀
司
に
頁
■
●
堅
1
叔
口
に
大
き
く

e
▼
，
）
v
一
　
v
霞
p
丈
て
い
ね
い
に

す

£
こ
・
’
鰹
君
●
す
．
把
農
●
素

r
一
ひ
宮
ず
窟
エ
●
●
弓
』
々

　
・
J
配
r
に
　
，
“
玩
　
t
s
事
一
膓
め
官
？
‘
で

　
本
餌
・
．
の
丁
鋤
仁
兜
宜
鴨
亀
江
0
6
●

よ
く

V
え

て
配
台
さ
れ
た
賓
■
定
e
璽

料
が
鴎
協
で
取
扱
わ
れ
て
お
D
亘
す
’

我
流
式
施
肥
方
法
は
一
般
に
窒
■
に
ひ

た
寄
る
傾
向
が
あ
つ
て
禽
を
険
る
烏
②

施
08
で
な
く
葉
や
茎
作
り
或
は
■
賃
■

　
生
の
退
に
な
る
場
合

が
多
“
O
司
文
∨

に
研
究
青
直
さ
れ
る
こ
と
を曽
栖
安
す

又
色
々
の
尾
成
記
瞬
亀
）
e
v
昌
t
：

て
お
り
濠
す
．
込
共
は
量
U
‘
烏
t
3
e

う

肥
科
で
男
さ
竺
上

■
自

B
　
，
v
s
c

の
問
メ
、
を
し
宮
し
よ
う
．
8
迫
M
t
N

蝕

を
3
れ
二
く

て
呈
亀
コ
■
■
墨
百

芭
■亨
・
ゼ
写
÷
虻
’
K
■
：
　
1
0
〆
を

真
し
t
す
．
竃
U
r
v
Y
す
宮
I
ん
な

咋栖
（
　
“
●
辱
庄
t
，
　
）
負
t
s
に
施
し

〔
．

含

ザ
．

♪
こ
ろ
「
†
が
聾
反
当
り
1
1
1

一

T
N
・

　

tnt
　
）
t
’
電
培
し
宴
す
。
櫃
付
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一一

【
免
真
ロ
領
⊃
は
聴
巾
こ
尺
五
寸
株
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
l

N
l
作
｝
は
三
尺
の
嘘
巾
に
一
尺
五
寸

．

“I
U
　
（
反
当
二
、
四
〇
〇
本
）
と
し

て
鴛
に
手
入
れ
に
は
労
力
を
少
く
す
る

よ
う

助
働
生
麗
を
島
め
る
こ
K
を
l
：
画

鷲
蕪
禰
鷲
銭
註

る
。
檀
付
の
時
期
は
t
　
e
臼
z
a
弔
i
’

関
係
で
I
様
L
n
后
，
－
°
ザ
亀
e
ぐ
冬

に
入
る
W
r
民
g
v
N
e
s
．
）
擾
け
て
ほ

し

い
e
N
．
　
M
？
l
月
下
旬
1
＋
1

月
上
ピ
÷
■
亀
r
す
・
冑
た
ま
に
一
月

ffi
　
1
’
．
⑨
皇
■
霞
も
見
受
け
ら
れ
て

ひ

v
●
d
’
、
ほ
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

　
一
　
　
’
己
智
期
に
檀
付
け
て
下
さ

　，

t
’
　
b
　
追
肥
と
手
入
れ
を
忘

．
三
’
岬
．
こ
と
。
追
肥
は
窮
、
T

一H
直
下
　
　
開

二
回
こ
璃
　
ピ

　
　
　
　
　
安
を
叉
「

　
　
　
’
－
”
　
’
p
t
g
し
N
b
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

一
“
．

二
↑
．
（
反
当
三
、
六
〇
〇
本
）
水

冨
入
と
し
て
中
耕
、
塗
で
あ
・
琴

　
〒
寸

1一

当
り
硫
安
で
一
茄
匁
紀
度
－
、
N
，
　
A
l
　
“
f
t

霧
蕊
芦
ゴ
駈
r
s
r
t
a

い

9
D
p
；
“
t
n
6
i
E
l
＊
l
4
・
s
i
；

が
雑
臼
甲
は
冬
中
で
も
庄
ズ
る
も
の
必
ず

砕
草
の
発
出
を
防
ぎ
根
の
発
育
を
よ
く

す
る
。
士
鰻
の
風
化
と
水
分
錺
気
の
透

通
を
よ
く
し
て
肥
料
の
効
果
を
高
め
浪

の
庄
押
を
よ
く
し
て
肥
料
の
吸
牧
を
旺

廃
に
す
る
聡
に
大
体
第
l
回
1
月
中
旬

第
二
回
二
月
下
旬
－
三
月
上
旬
に
行
ズ

ぱ
よ
い
o
ヵ
ル
チ
の
利
用
を
す
！
め
法

す
。
カ
ル
チ
阻
用
の
場
合
は
中
耕
爪
の

み
付
け
て
簡
一
い
ま
ず
o
反
当
所
嬰
時
間

11TO
分
－
四
〇
分
で
申
耕
が
絡
り
ま
す

三
月
中
旬
に
倒
伏
の
防
止
と
菌
核
掬
予

防
を
無
ね
て
出
來
る
丈
根
元
傑
く
士
寄
一

を
行
い
ま
す
。
筒
英
稲
は
耐
淋
性
が
鰻

い
が
排
水
を
よ
く
す
る
こ
と
に
心
掛
け

開
花
納
実
期
に
入
り
ド
葉
の
枯
れ
た
も

の
は
闇
核
病
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で

圃
地
を
兄
廻
わ
り
取
除
／
甫
を
志
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
吹
に
牧
穫
期
で
あ
g

聾 g
す
が
一
般
に
本
町
の
場
合
は
遅
れ
勝

ち
で
あ
D
遥
↑
。
牧
穫
の
掴
期
は
落
花

但
●

6
ら
置
ヌ
て
一
ケ
月
目
頃
で
あ
り

璽
す
◆
も
も
ろ
ん
こ
れ
も
モ
の
年
の
気

“
c
　
”
e
◆
　
v
晒
田
な
ど
に
ょ
つ
て
い

．S
も
■
ヂ
晶
9
▲
？
O
大
体
の
基
準
を
乙

る
’
A
に
酌
－
，
N
色
二
3
下
方
か
ら

　
　
　一

l
●
笹
血
鑑
■
の
奏
の
申
の

　
　
　
　
’
a
　
t
●
ち
靭
め
e
，
口
期
が
麹
期

2塾
肯
舌
す
．
ム
上
の
事
「
、
啓
殖
裁
囑

包
ロ
恥
恒
栖
に
セ
O
れ
た
こ
と
”
t
思
い

9
？
．
ケ
に
臨
熱
耀
培
の
翌
点
を
挙
げ

「
口
亘
し
よ
う
。
直
播
に
よ
る
と
移
廼

己
培
台
よ
り
極
め
イ
手
撤
が
少
く
て
叙

め
で
此
の
点
に
つ
い
て
ぎ
▲
を
し
て
行

一

け
ば
収
栂
も
多
一
の
づ
す
。
醗
巾
は
二

尺
株
閥
一
尺
朽
‘
L
し
て
播
和
後
一
ケ
月

頃
聞
‘
‘
r
H
同
罰
r
垣
駐
を
行
う
。
閲
引

あ
ば
　
　
す
ロ
　
　
　
ヨ
　
り
か
ら
あ
　
れ
ン

の
烏
度
広
二
享
コ
と
す
る
。
第
二
回
十

二
n
・
、
貿
1
一
月
上
旬
遍
肥
し
一
本
立

，
」
鷲
債
’
く
第
三
回
三
月
上
旬
山
肥
す
る

亀
内
に
中
耕
は
必
ず
一
回
は
行
う
こ
と

が
必
嬰
で
あ
り
ま
す
。
具
の
他
は
移
櫃

“
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は
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よ
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人
れ
て
努
力
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さ
い
o
　
（
小
出
水
事
師
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